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書
写
指
導
の
重
要
性

　

書
写
の
時
間
は
、国
語
科
の
授
業
で
あ
る
。
至
極
、

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、年
間
指
導
計
画
を
も
と
に
、

き
ち
ん
と
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
う
い
う
私
も
、
国
語
科
の
必
修
授
業
時
数
が
減
っ

た
時
期
か
ら
、
書
写
指
導
を
充
分
に
行
っ
て
い
な
い

こ
と
を
、
い
つ
も
反
省
し
て
い
る
。
そ
の
反
動
と
し

て
、
生
徒
の
文
字
意
識
に
表
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

痛
い
ほ
ど
感
じ
ら
れ
る
。

　

近
年
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
等
と
関
わ
る
時
間

が
多
く
な
っ
た
た
め
に
、
手
書
き
文
字
の
習
慣
が
少

な
く
な
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
筆
記
具
を
使
っ
て
書
く

こ
と
や
、
日
常
生
活
に
お
け
る
文
字
に
対
す
る
意
識

を
高
め
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
正
し
く
整
っ

た
文
字
を
書
く
こ
と
の
大
切
さ
、
文
字
を
書
く
こ
と

に
よ
っ
て
培
わ
れ
る
表
現
力
の
尊
さ
を
、
認
識
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
書
写
の
時
間
は
、
国
語
科
の
基
礎
・
基

本
と
し
て
の
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質

に
関
す
る
事
項
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
指
導
し

た
い
。
例
え
ば
、
書
写
と
漢
字
学
習
や
他
の
書
く
学

習
活
動
と
の
横
断
学
習
、
意
見
文
を
原
稿
用
紙
に
ま

と
め
さ
せ
る
際
の
書
き
方
指
導
、
古
典
や
詩
、
俳
句
、

短
歌
の
学
習
の
際
、
授
業
ノ
ー
ト
に
書
写
さ
せ
る
な

ど
、
国
語
科
学
習
の
文
字
指
導
や
「
書
く
こ
と
」
の

指
導
と
関
連
づ
け
て
、
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
書
写
用
語
（
文
字
の
大

小
、
行
の
中
心
、
配
置
、
字
間
、
空
間
、
余
白
、
基

本
点
画
、
筆
順
、
部
首
）
を
用
い
た
書
字
指
導
も
、

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
学
ん
で
身
に
つ
け
た
書
写
の

能
力
を
、
国
語
科
書
写
の
時
間
だ
け
で
な
く
、
国
語

科
の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
他
教
科
や
日
常
の
生
活
に

役
立
て
て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組
ま
せ
た
い
。

行
書
指
導
計
画
と
評
価
の
実
際

第
一
次

【
第
一
時
】
ね
ら
い
：
楷
書
と
比
較
し
て
行
書
の
特

徴
を
知
り
、
行
書
学
習
の
意
義
を
知
る
。

【
第
二
時
】
ね
ら
い
：
①
楷
書
と
行
書
の
筆
使
い
の

違
い
を
知
る
。
②
行
書
の
点
画
の
丸
み
や
連
続
、

右
払
い
の
変
化
を
理
解
し
て
書
く
。

【
第
三
時
】
ね
ら
い
：
行
書
の
点
画
の
連
続
と
方
向

や
形
の
変
化
を
理
解
し
て
書
く
。

第
二
次

【
第
四
時
】
ね
ら
い
：
毛
筆
で
学
習
し
た
行
書
の
特

徴
を
踏
ま
え
、
硬
筆
で
書
く
。

第
三
次

【
第
五
時
】
ね
ら
い
：
今
ま
で
の
行
書
の
学
習
を
踏

ま
え
て
、気
に
入
っ
た
言
葉
を
選
ん
で
毛
筆
で
書
く
。

【
第
六
時
】
ね
ら
い
：
行
書
の
学
習
を
生
活
の
中
に

生
か
す
。

　

以
上
の
ね
ら
い
を
踏
ま
え
て
学
習
し
、
自
己
評
価

を
さ
せ
る
。
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
文

字
に
対
す
る
意
識
付
け
を
図
る
。

　

さ
ら
に
、
定
期
考
査
で
は
、
書
写
に
関
す
る
問
題

を
作
成
し
「
知
識
・
理
解
」
や
「
技
能
」
を
評
価
し

て
い
る
。
❖
は
主
な
出
題
項
目
で
あ
る
。

国
語
科
書
写
の
評
価
に
つ
い
て

一
学
年
行
書
指
導
か
ら
考
え
る
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❖
書
写
用
具
の
名
称
（
文
房
四
宝
…
筆
、
硯
の
部
分
名
称
）

　

❖
字
形
を
整
え
て
書
く（
自
分
の
氏
名
、課
題
文
字
…
鉛
筆
）

　

❖
基
本
点
画
の
名
称　
　

❖
筆
順

　

❖
平
仮
名
の
字
源　
　

❖
平
仮
名
の
字
形
（
鉛
筆
）

　

❖
行
書
の
特
徴　
　

❖
字
体
の
違
い

　

❖�

字
形
を
整
え
て
書
く
（
自
分
の
氏
名
、選
ん
だ
言
葉
〈
行

書
…
鉛
筆
〉）

　

❖
書
き
初
め
に
つ
い
て

書
写
指
導
の
課
題

　

平
成
二
十
四
年
度
全
面
実
施
の
新
中
学
校
学
習
指

導
要
領
で
は
、
書
写
に
関
す
る
事
項
を
〔
伝
統
的
な

言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
。
単
な
る
〔
言
語
事
項
〕
で
は
な

い
。
我
が
国
の
伝
統
的
な
文
字
文
化
を
大
切
に
す
る

こ
と
。
ま
た
、
社
会
生
活
で
役
立
つ
文
字
文
化
に
対

し
て
親
し
む
態
度
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
、
ま
す
ま

す
重
要
視
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

今
後
、
書
写
に
関
す
る
指
導
が
、
他
の
領
域
と
関

連
を
も
た
せ
た
指
導
に
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

特
に
、
漢
字
に
関
す
る
指
導
や
、「
Ｂ
書
く
こ
と
」

の
領
域
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
。
け
っ
し

て
毛
筆
の
み
の
単
発
的
な
指
導
で
は
い
け
な
い
。

せ
き
ね　

か
つ
ひ
ろ　

自
分
の
手
が
作
り
出
し
て
い
く
文
字
。

活
字
が
氾
濫
し
て
い
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
書
き
文
字
の
重
み

を
意
識
さ
せ
た
い
。
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図Ⅱ　「書写に関する指導」評価計画

図
Ⅰ

図Ⅰ：�右ページで示した行書指導計画の
【第四時】に使用のワークシート。 
【第五時】【第六時】も同様のワーク
シートを活用し指導する。

図Ⅱ： 一学年「行書に関する指導」の評価
計画。評価の基準を、学年状況に応
じて示した。
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